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お電圧の変化は増幅機 (Model: 85 12-6 -A， 
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(外旋型)， 1名は常に内旋した(内旋型)。残りの 2 I る上肢挙上時の上肢骨回旋運動について，電気角度計
名は一定の傾向を示さなかった(中間型)。外旋型は挙 | を用いて定量的に求め，各人の肩峰の傾きとの関係に
上角10・につき約1. 5・~5 ・の外旋を示し，同一個人では l ついて検索した。その結果，大多数の人の上腕骨が程
挙上運動時の外旋角はほぼ一定であった。内旋型は挙 | 度の差こそあれ外旋することが明らかとなり，また肩
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